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議
　
　
　
案

議
　
　
　
案

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月

８
日
に
開
会
さ
れ
、
並
河
市
長
が

招
集
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と
、

会
期
を
24
日
ま
で
の
17
日
間
と
決

定
し
ま
し
た
。

 

つ
ぎ
に
日
程
に
入
り
、
並
河
市

長
が
今
回
提
出
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
22
議
案
の
提
案
説

明
を
行
い
、
１
日
目
を
散
会
し
ま

し
た
。

　
10
日
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で

は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
及
び

条
例
の
制
定
案
な
ど
を
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
、
休
会
中
に
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

  

算
・
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特

  

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
26
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

  

貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
補

　
正
予
算

・
平
成
26
年
度
下
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算

・
天
理
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

　
件
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

・
天
理
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

　
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
及
び

　
天
理
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て

・
天
理
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等

　
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

　
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

　
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

　
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

　
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

・
天
理
市
包
括
的
支
援
事
業
の
実

　
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
天
理
市
工
場
等
誘
致
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て

・
天
理
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
22
議
案
を
上
程

一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
22
議
案
を
上
程

　
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て

・
天
理
市
老
人
福
祉
施
設
の
指
定

　
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
天
理
市
多
世
代
交
流
広
場
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
天
理
市
立
地
域
活
動
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

　
つ
い
て

・
天
理
市
障
害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

　
つ
い
て

・
天
理
市
火
葬
場
の
指
定
管
理
者

　
の
指
定
に
つ
い
て

・
天
理
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
天
理
市
名
阪
高
架
下
駐
車
場
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
天
理
駅
前
広
場
の
指
定
管
理
者

　
の
指
定
に
つ
い
て

・
市
立
前
栽
小
学
校
校
舎
新
増
改

　
築
工
事
及
び
東
校
舎
改
修
工
事

　
（
建
築
工
事
）
請
負
契
約
に
つ

　
い
て

・
市
立
前
栽
小
学
校
校
舎
新
増
改

　
築
工
事
及
び
東
校
舎
改
修
工
事

　
（
機
械
設
備
工
事
）
請
負
契
約

　
に
つ
い
て

・
市
立
前
栽
小
学
校
校
舎
新
増
改

　
築
工
事
及
び
東
校
舎
改
修
工
事

　
（
電
気
設
備
工
事
）
請
負
契
約

　
に
つ
い
て

◆受付・問い合わせ　
　市役所総務課入札審査室(☎内線332)
　上下水道局総務課庶務係(☎内線805)へ

※提出要領は窓口配布のほか、各ホームページか
　らダウンロードできます。
※市内業者は持参によるものに限ります。市外業
　者は郵送などに限ります（持参不可）。
　

平成27年度

物品購入等入札参加資格
審査申請書(指名願)の受付

平成27年度

物品購入等入札参加資格
審査申請書(指名願)の受付

※提出要領は窓口配布のほか、各ホームページか
　らダウンロードすることができます。

　◆受付・問い合わせ　
　　市役所総務課入札審査室(☎内線332)
　　上下水道局総務課庶務係(☎内線805)へ

   【建設工事】【測量・建設コンサルタント】
 【建設工事関係の物品・工事用資材等】

　 （市内業者：追加受付）（市外業者：通常受付）

受付期間：２月２日(月)～27日(金)
      （土・日曜及び祝日を除く）

　建設工事等入札参加資格
審査申請書(指名願)の受付

（市内業者・市外業者とも追加受付）

            　（土・日曜及び祝日を除く）
受付期間：２月２日(月)～13日(金)

　建設工事等入札参加資格
審査申請書(指名願)の受付

※市役所・上下水道局の両方に申請する場合は、
　下記担当窓口にそれぞれ申請書を提出してくだ
　さい。

※市役所・上下水道局の両方に申請する場合は、
　下記担当窓口にそれぞれ申請書を提出してくだ
　さい。

※市内業者は、持参・郵送などにより提出してく
　ださい。市外業者は郵送などに限ります（持参
　不可）。
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　株式会社メモワージュ（旧株式会社山中葬儀社）
から天理市に車いすが寄贈され、市立養護・特別養
護老人ホームふるさと園で贈呈式がありました。
　今年で３台目となる寄贈で並河市長は、「園の方
で大切に使わせていただきます」と感謝の意を述べ
ていました。

12/２  　市へ車いす寄贈 11/30
　ボランティア・市民活動
　フォーラム　

　里山を活かした地域づくりをテーマに行われた「天理環境フォーラム2014」が行われ、環境展には、花炭や
ミニ庭園ジオラマなどの作品と、環境保全活動の紹介パネルなどの展示がありました。メインフォーラムでは、
ＮＨＫチーフプロデューサー井上恭介氏による「里山資本主義のススメ」と題した基調講演に続き、仲川奈良
市長、松井桜井市長、並河天理市長が加わってのパネル討論がありました。
　最終日には、落ち葉かきが行われ、親里大路や中大路付近の落ち葉を清掃。集められた落ち葉は、肥料とし
て再利用されます。

11/28
　～30  

天理環境フォーラム　

　第６回ボランティア・市民活動フォーラムが、文化
センターで行われました。
　オープニングの「しゃん・ふう」による二胡演奏の
後、タレントでパーソナリティの谷五郎氏の講演があ
りました。また、会場には、団体の活動を紹介したパ
ネル展示もあり、参加者はボランティア活動について
考える有意義な一日をすごしました。



　文化功労者の洋画家の絹谷幸二さんによる絵画教室
授業が、朝和小学校でありました。
　笑いも交えながらの講義の後、実際に絵を描く体験
をしました。参加した児童は終始笑顔が絶えずとても
有意義な時間を過ごしていました。

Photo 
News
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　第62回全国高等学校定時制通信制生徒生活体験
発表大会で、文部科学大臣賞を受賞された天理高
校第二部の眞貝詩織さんが、受賞報告のために並
河市長を表敬訪問し、同校ＯＢの加藤議員もお祝
いにかけつけました。
　眞貝さんは、受賞したことに対し「言葉になら
ないほど嬉しかった」と喜びを語っていました。

12/４

　柳本町の伊射奈岐神社に所蔵されていた、織
田家柳本藩城主の鎧兜「萌黄威胴丸具足」が、
市役所１階の玄関入り口付近で展示、一般公開
されました。
　鎧兜は平成27年12月24日まで展示されます。

12/２ 　 

12/８　織田家柳本藩の鎧兜

　文化センターで「障害の日」記念事業が行われま
した。
　第１部の天理ピエーナ少年少女合唱団によるミニ
コンサートの後、第２部では、新井宗平、咲さん親
子と山本かずみさんによるトーク・アンド・コン
サートが催され、会場は笑いの絶えない和やかな雰
囲気に包まれていました。

絹谷さんとの絵画教室　

12/７　障害の日 記念事業

眞貝さんが文部科学
大臣賞受賞

い　ざ　 な　ぎ

も え ぎ お ど し ど う ま る ぐ そ く

よろいかぶと
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相　談　名 相　　談　　員 日　　　時　・　場　　　所 問　い　合　わ　せ

（奈良弁護士会派遣）

（奈良司法書士会派遣）

（奈良弁護士会派遣）

女性の専門相談員

人権センター（☎65-0130）

市民協働推進課（☎内線429）

相談専用電話（☎62－8801）

男女共同参画課(☎68－2666)
予約が必要
電話でも予約可

教育総合センター内
いちょうの木テレホン
　（☎63－3255）

社会福祉協議会
　（☎61－2200）

人 権 相 談

行 政 相 談

住 宅 相 談

税 務 相 談

女性のための
法 律 相 談

女性のための
こころの相談

女性のための
こ　こ　ろ　の
電　話　相　談

消 費 生 活
相 　 　 談

家 庭 児 童
相 　 　 談

心 配 ご と
相 　 　 談

市 民 相 談市民相談 くらしの悩みごと・心配ごとなど
　　　　お気軽にご相談ください　　　　　

人権擁護委員

行政相談委員

弁護士

司法書士

女性弁護士

消費生活センター
　（☎内線770・785）
産業振興課（☎内線284）

家庭児童相談室(☎内線772)

市民協働推進課（☎内線429）
予約が必要
電話でも予約可

女性の専門相談員
(フェミニストカウンセラー)

専門の相談員

民生委員
児童委員

奈良県に登録の住まいづ
くりアドバイザー

税理士
（奈良税理士会派遣）

毎月第２金曜日　13時～16時
 （３月と祝日は除く）[122市民相談室]

住宅課（☎内線308）
※内容により回答できない場合
　があります。事前にお問い合
　わせください。予約が必要。

税務課（☎内線248・613）
予約が必要 電話でも予約可

男性の専門相談員
男性のための
こ　こ　ろ　の
電　話　相　談

専門の相談員

法 律 相 談

母 子 生 活
相 　 　 談

専門の相談員

専門の相談員

教 育 相 談

子ども・若者
相 談 窓 口
「夢てんり」

専門の相談員
教育総合センター内
夢てんり（☎62－4222）
火曜日以外はいちょうの木テレホンへ転送

毎月第２月曜日　10時～15時 [122市民相談室]
（10月・１月は祝日のため第２火曜日）
〈相談内容〉人権問題にかかわるさまざまなこと

毎月第１金曜日　13時～16時（１月は第２金曜日）　

毎日８時30分～17時15分(土・日曜日、祝日は除く)
 [家庭児童相談室]

毎日10時～12時／12時45分～16時
（土・日曜日、祝日は除く。初回受付は15時30分
　まで） [消費生活センター]

毎日９時～17時
（土・日曜日、祝日、時間外は留守番電話で受付）

〈相談内容〉いじめ、不登校、学校生活、子育てに関する悩み

毎週木曜日　９時～15時 [122市民相談室]

毎月第２月曜日　10時～15時 [123市民相談室]

毎月第１・２・４水曜日　13時～16時10分
（祝日と重なる場合はお問い合わせください）
 [122市民相談室]

毎月第３火曜日　13時～16時20分
 [122市民相談室]

  [男女共同参画プラザ２階相談室]

毎月第４金曜日（４月は除く）　13時～16時
（ただし、12月は第３金曜日）
 [122市民相談室]

毎月第２金曜日　13時～16時（１月は第３金曜日）
毎月第４金曜日　９時30分～12時30分
（１月は第５金曜日）[男女共同参画プラザ２階相談室]

毎月第４木曜日　18時～21時
（１月は第５木曜日、３月・12月は除く）

毎月第１・２・３木曜日　13時～16時

（１月は第２・３・４木曜日）

毎月第１・３月曜日　８時30分～17時15分
 [家庭児童相談室]

母 子 貸 付
相 　 　 談

県派遣の専門相談員

（１月・10月は祝日のため第２火曜日）

毎週火曜日　９時～17時
　[御経野コミュニティセンター２階相談室]

〈相談対象〉不登校、ニート、ひきこもりの概ね 15 歳～
　　　　　39 歳の本人または家族等の方

特 別 支 援
教 育 相 談

専門の相談員
毎週火・金曜日　13時～17時
〈相談内容〉学習や発達についての悩み

教育総合センター
（☎63－0316）
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107
　

下
肢
静
脈
瘤
は
下
肢
（
ふ
く
ら

は
ぎ
・
す
ね
）
に
血
管
が
数
珠
状

に
膨
れ
た
り
、
浮
き
出
て
見
え
る

病
気
で
す
。
症
状
と
し
て
は
、
足

の
だ
る
さ
、
む
く
み
、
痒
み
の
他
、

寝
て
い
る
と
き
に
足
が
つ
っ
た
り
、

足
の
皮
膚
が
茶
褐
色
に
な
っ
た
り

（
色
素
沈
着
）
し
ま
す
。
女
性
、

高
齢
者
、
家
族
に
静
脈
瘤
の
あ
る

人
、
立
ち
仕
事
の
人
は
こ
の
病
気

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
妊
娠
・
出
産
を
契
機

に
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

体
の
抹
消
か
ら
心
臓
に
還
っ
て

く
る
血
管
を
静
脈
と
呼
び
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
逆
流
防
止
弁
が
あ
り
、

足
の
血
液
は
下
か
ら
上
へ
の
一
方

方
向
に
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
弁

が
正
常
に
働
か
な
い
と
血
液
が
逆

流
し
、
足
の
下
の
ほ
う
に
血
液
が

溜
ま
り
、
そ
の
た
め
に
静
脈
が
膨

れ
て
静
脈
瘤
と
な
り
ま
す
。

　

対
処
法
と
し
て
は
、
日
中
は
長

時
間
の
立
ち
仕
事
を
避
け
、
と
き

ど
き
足
を
心
臓
よ
り
高
く
し
て
休

憩
し
ま
し
ょ
う
。
休
憩
を
取
り
に

く
い
人
は
、
足
踏
み
を
し
た
り
、

歩
き
回
っ
た
り
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
夜
間
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
利
用
し
、
足
を
少
し
高
く
し

て
休
み
ま
し
ょ
う
。
静
脈
瘤
の
あ

る
足
は
掻
き
傷
や
虫
刺
さ
れ
が
色

素
沈
着
や
潰
瘍
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
肥
満
の
人
は
体
重
を
減
ら
す
こ

と
で
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
適
正
体
重
の
維
持
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
弾
性
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
保
存
的
療
法

と
硬
化
療
法
・
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ

手
術
・
高
位
結
さ
つ
療
法
な
ど
の

外
科
的
治
療
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
保
存
的
療
法
以

外
の
こ
れ
ら
の
治
療
は
血
管
外
科

専
門
施
設
へ
の
受
診
が
必
要
で
す

が
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
で
、

治
療
の
適
応
が
あ
る
か
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

いきいき家族の
　　　　健康カルテ

【奈良県医師会】

下肢静脈瘤
し 　じょう  みゃく りゅう

ま
っ
し
ょ
う

た

　今回で６回目となる大好評のてん
りマルシェ。
　会場には、市産・県産の新鮮野菜
や、暖かい飲食物などがあります。
　今回も楽しいステージイベントを
たくさん用意していますので、天理
駅前にくり出してみませんか。

◆問い合わせ　産業振興課（☎内線
　215）へ

１月 2 5 日（日）
　　 1 0時～ 1 5 時

　　天理駅前広場

て
ん
り
マ
ル
シ
ェ
の
様
子

▼

ココが変わる広報紙

　より多くの市民の皆さんに広報紙を読んでいただくため
「身近な広報」「魅力ある広報」「見やすい広報」をポイ
ントに「町から町へ」をリニューアルします。

　表紙・裏表紙、まちフォトのページを全面カラー化。写
真などを大きく使用して、市の出来事などを見やすく掲載
します。

　これまで毎月２回（１月と８月は合併号）、年間22回発
行していましたが、２月からは毎月１回（１日）、年間12
回の発行に変更します。
　
　すっきりとした紙面を目指すとともに、各コーナーにイ
ラストなどを配置。月１回発行になり、ページ数が増えて
も、知りたい情報がすぐに見つかる工夫を行います。

　
　毎月の特集記事をはじめ、小中学校の児童・生徒が学校
を紹介する子ども記者コーナーや、市内各地域に伝わる「て
んりの昔話」を紹介。
　また市内の店舗の紹介や、幼稚園、小・中学校が地域の
住民や保護者と連携している事例などを紹介します。
　この他にも新コーナーを設置する予定です。

か　　

か
ゆ

じ
ゅ
ず

か

か
い
よ
う

てんり
   マルシェ 【広報課】

１.全ページ２色印刷から一部フルカラー印刷に

２月から広報紙を
リニューアルします
２月から広報紙を
リニューアルします

３.紙面の全体のデザインを見やすく変更

２.月２回発行が毎月１回（１日）発行に

４.幅広い年齢の方に親しんでもらえる
　 コーナーを設置

ココが変わる広報紙１月 2 5 日（日）
　　 1 0時～ 1 5 時

　　天理駅前広場
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